
◆秩序ある市街地をつくりたい 

市街地の無秩序な拡大を抑制していきたい・・・ 

【取組み課題】 

 

 

 
 
 
 
 
 

名 称 都市計画法「区域区分」 

場 所 山形県鶴岡市 

取組みの 

背景 

○人口が昭和 50 年代半ばからほぼ 10 万人と横這い状態でありながら、世帯分離の進行に

よる居住人口の中心部から郊外部への流出、また、百貨店等の中心部からの撤退により、

市中心部の空洞化が問題となっていた。 

○また、農業を巡る情勢が悪化する中で、郊外開発圧力の高まりによるスプロールの進展か

ら、区域区分を行うことで人口規模に応じたコンパクトな市街地の形成を目指している。 

取組みの 

概要 

○線引き前の用途地域は、大きく分けて「鶴岡地区」と「大山地区」の２地区であったが、「湯

野浜地区」は温泉ホテルが立地する湯野浜温泉を有することから、新たに飛び地の市街

化区域に設定。 

○さらに“既に市街化している区域”

等を市街化区域に設定。 

○また、市街化調整区域では、都

市計画法第３４条第１１号の規定

に基づく区域を設定。この区域

は、市街化調整区域の既存集落

等を対象としており、区域内での

一定の開発、建築を可能にして

いる。 

活用制度・

事業 

○都市計画法（区域区分） 

  平成 16 年 5 月：区域区分 都市計画決定 

  平成 16 年「市街化調整区域の整備及び保全の方針」を策定、平成 16 年 12 月には「都市

計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関する条例」制定。 

・ 都市計画法第 34 条 11 号（旧法 8 号の 3）の規定に基づく区域指定（1,095ha） 

・ 都市計画法第 34 条 12 号（旧法 8 号の 4）の規定に基づく用途の限定 

東北圏の市街地周辺に広がる豊かで美しい田園や山林等では、緩やかな土地利用規制、農業環境の悪

化等により、農地転用が進み、虫食い的な開発の増加などが見受けられる。市街地周辺の農地・森林等を

無秩序な開発行為から守るため、地形的特性や開発動向等の地域の実態を踏まえた土地利用コントロー

ルが必要。 

市街化区域の拡大と 34 条 11 号区域の指定 

出典：山形県鶴岡市の線引き実施について（長野県）

【山形県鶴岡市】 

⇒上記の課題に対し、鶴岡市では区域区分を行うとともに、都市計画法第 34 条 11 号（旧法 8 号の 3）に基

づく区域指定を行い、土地利用のコントロールを行っている。 

市街化区域：1,954ha 

内  拡大：227ha 

 

市街化調整区域：1,0364ha 

内  3411 区域：1,095ha 

 (無色)3411 区域以外：9,269ha 



取組みの 

効果 

○区域区分の指定後は、市街化調整区域（用途地域外）における開発行為が減少し、市街化

区域（用途地域内）における開発行為が大きく増加しており、コンパクトな市街地の形成に

寄与している。 

 

【線引き後の開発動向】 

 

出典：山形県鶴岡市の線引き実施について（長野県）

問い合わせ先：鶴岡市建設部都市計画課 【TEL】0235－25－2111（代表）


